
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
先日，県立鹿児島水産高等学校の視察研修に参加しました。校内の施設設備を参観したり，
映像を視聴したり，学校の状況等の説明を聞いたりしました。本格的な航海シミュレーター，チョ
ウザメやヒラメなどの養殖場，電信・通信施設，大型実習船「薩摩青雲丸」（映像）など，施設・
設備の充実ぶりには圧倒されてしまいました。だから，「様々な国家資格を取得できる」ことや，
「航海士，潜水士，養殖業，航空会社,警察庁，国交省，ＪＡＸＡなど，多種多様な就職先がある」
こと等の説明にも，深く納得できました。水産高校については，ある程度の情報はもっていたつも
りでしたが，実際に学校の様子を参観しながら説明を受けたことで，水産高校の「たくさんの魅
力や強み」をより深く感じることができました。 
５年生は，枕崎市水産センターで社会科実習授業を行いました。コロナ禍が収まってきたこと
あって数年ぶりに復活し，子どもたちも大変楽しみにしていました。施設を見学したり，カツオ漁
の映像を視聴したり，職員の方の説明を聞いたりして，カツオのことや漁業について学びました。
特に，大型冷蔵施設での 
ったようです。これらの実体験を通して，子どもたちは，枕崎が日本有数の「カツオのまち」である
ことを改めて認識できました。 
７月１３日（土）には，鹿児島工業高等専門学校吹奏楽部の演奏会が行われました。このよう
な行事も数年ぶりでした。目の前で繰り広げられる大迫力の演奏，音楽クイズ，指揮者体験，吹
奏楽部の伴奏による全校合唱などの趣向を凝らした演出に，子どもたちも大興奮，会場中が一
体となって盛り上がりました。子どもたちは，たくさんの楽器が一つになって奏でられる美しい演
奏に，音楽の楽しさや素晴らしさを実感することができました。 
今の時代，ネット等で簡単に情報を得ることはできます。しかし，上記のように，「本物」に直
に触れることは，大きな感動や強いインパクトを受け，感性や経験値をより豊かにしていくのだと
思います。まさに「百聞は一見に如かず」。今後もこういう機会を積極的に設け，子どもたち
に「本物」を体験させていきたいです。 

 
さて，令和６年度１学期，新型コロナやインフルエンザなど感染症の影響を受けることなく，教
育活動はほぼ計画通りに実施することができ，７月１９日の終業式を無事に迎えることができそ
うです。この１学期も，たくさんの場面で，子どもたちの頑張りや成長を見ることができました。終
業式では，大きな達成感をもって終えられることを子どもたちと一緒に喜びたいと思っています。
７月２０日からは，夏休みです。夏休みにしかできない「本物の体験」を通して，自分のよさをさ
らに伸ばして欲しいと思います。また，地域の行事に参加したり，家の手伝いに積極的に取り組
んだりすることによって，地域や家族の一員としての自覚や責任感も高めて欲しいです。健康・安
全に十分留意して，豊かな体験と感動いっぱいの夏休みになりますよう，心から願っています。 
保護者・地域の皆様には，この１学期，子どもたちを温かく見守りいただき，また，多大なるご
支援・ご協力を賜りまして，心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
 

【校訓】 

大きな夢を 

(その実現に向けて) 

明るく 正しく たくましく  枕崎市立別府小学校 ＴＥＬ76－3452 

 
 令和６年７月１７日 

校長 吉見 一弥 

 

南薩地区の各学校から３０名近くの先生方が参加さ
れた移動講座において，2年生が国語科の研究授業を
行いました。「学習者主体の授業を目指す国語科授業
の実践」研究において，子どもたちは，学習活動の様子
をタブレットで動画撮影しながら，活発に活動すること
ができました。参観の先生方も，タブレットを使いこなし
ての主体的な学習活動に驚かれていた様子でした。 

６年生で算数科の自由進度学習の研究授業を行い
ました。自由進度学習とは，教師が計画する枠組みの
中で，子ども一人一人が課題をもって計画を立て，自分
の学習速度，様々な形態（個人，ペア，グループ等）で，
自己の学びを深めていくことを目指すものです。子ども
たち一人一人が，自分の立てた課題に向かって『主体
的』に学ぶ姿がとても印象的でした。 

アイデアポスト 
別府小学校６年           

昼休みに，リーダー係の友達と一緒に，「アイデア
ポスト」というものを作りました。 
「アイデアポスト」というのは，私たちの学級で一週
間に一回行っている「みんなで遊ぶ日」のためのポス
トです。各自が「どんな遊びをしたいのか」を紙に書
いてポストに入れてもらい，その中から当日の日直さ
んが引いて，昼休みにする遊びを決めるのです。そう
することで，みんなの意見を取り入れることができる
し，全員が平等に楽しむことができます。「アイデアポ
スト」を作るときには，「記入しやすいように小さな紙
を付けようよ。」や，「みんなが困らないように注意事
項を書こうよ。」など，友達と話し合いながら，みんな
が取り組みやすい工夫を考えていきました。 
 完成させた後，帰りの会で全員に呼びかけました。
これから，みんながポストにどんなアイデアを入れてく
れるのか楽しみです。そして，毎週の「みんなで遊ぶ
日」を思い切り楽しみたいです。 

 

枕崎市あいさつ運動標語審査 
【最優秀賞】 
  ２年            ３年  
  ４年  
【優秀賞】 
  ３年  

別府小・中合同研修会 ６年生が研究授業! 

南日本新聞「ひろば」掲載 

 
頑張っています別府キッズ 

８月の主な行事予定 

県総合教育センター移動講座 ２年生が研究授業! 

1日（木）出校日 
3日（土）きばらん海総踊り 
１１日（日）リフレッシュウィーク～17日 
１３日（火）学校閉庁～15日(木)  
１７日（土）青少年育成の日  
１８日（日）家庭の日 PTA奉仕作業 
２１日（水）出校日 
２３日（金）子ども読書の日  
２５日（日）PTA奉仕作業予備日 
 

先日，鹿児島水産高等学校の視察研修に参加しました。校内
の施設設備を参観したり，映像を視聴したり，学校の概要につい
て説明を聞いたりしました。本格的な航海シミュレーター，チョウ
ザメやヒラメの養殖場，電信・通信施設，大型実習船「薩摩青雲
丸」（映像）など，施設・設備の充実ぶりには圧倒されてしまいま
した。ですから，「様々な国家資格を取得できる」ことや，「航海
士，潜水士，養殖業，航空会社,警察庁，国交省，ＪＡＸＡなど，多
種多様な就職先がある」こと等の説明にも，深く納得できました。
水産高校については，ある程度の情報はもっていたつもりでした
が，実際に学校を参観しながら説明を受けたことで，水産高校の
「魅力」をより多く，より深く感じることができました。 
５年生が，枕崎市水産センターで社会科実習授業を行いまし
た。コロナが収まってきたこともあって数年ぶりに復活し，子ども
たちも大変楽しみにしていました。施設を見学したり，カツオ漁の
映像を視聴したり，職員の方の説明を聞いたりして，カツオのこと
や漁業について学びました。特に，大型冷蔵施設でのー３０度体
験や，職員の方々が調理してくださったカツオのたたき，腹皮の
唐揚げ，カツオ水餃子の試食は，子どもたちの心に強く印象に残
ったようです。これらの体験的な活動をとおして，子どもたちは，
枕崎が日本有数の「カツオのまち」であることを改めて強く認識
できました。７月１３日（土）には，鹿児島高等工業専門学校吹奏
楽部の演奏会が行われました。このような行事も数年ぶりでし
た。目の前で繰り広げられる大迫力の演奏，クイズコーナー，指
揮者体験，吹奏楽演奏による全校児童合唱などの趣向を凝らし
た演出に，子どもたちも大興奮，会場中が一体となって盛り上が
りました。子どもたちは，間近で聴く迫力ある演奏やいくつもの楽
器が一つになって奏でる美しいハーモニーに，音楽の楽しさや素
晴らしさをたっぷりと味わうことができましたこのように，「本物」
に直に触れることは，その人に強い印象や大きな感動を与え，感
性や経験値をより豊かになものにしていくのだと思います。まさに
「百聞は一見に如かず」。今後もこういう機会を積極的に設けて， 
子どもたちに本物体験を味わわせていきたいです。さて，令和６
年度の１学期，教育活動はほぼ計画通り実施することができまし
た。新型コロナやインフルエンザなど感染症の影響を受けること
なく，７月１９日の終業式を無事に迎えることができそうです。この
１学期も，たくさんの場面で，子どもたちの頑張りや成長を見るこ
とができました。終業式では，大きな満足感と達成感をもって終
えられることを子どもたちと一緒に喜び合いたいと思っています。
さあ，７月２０日からは，夏休みです。夏休みにしかできない「本物
の体験」を通して，自分のよさをさらに伸ばして欲しいと思いま
す。また，地域の行事に参加したり，家の手伝いに積極的に取り
組んだりすることによって，地域や家族の一員としての自覚や責

ありがとう！そして頑張って！ALT       先生！ 
先生が，5年間の任期を終え，鹿児島市

で新しい仕事を始められることになりました。この 5年
間，明るい笑顔と優しさとユーモアあふれる授業で，別
府の子どもたちに英語の楽しさや面白さをたくさん教
えてくださいました。急遽，子供たちが体育館に集まっ
て      先生を送る会を行いました。みんなの思いが     

先生に届いたことと思います。 


